
恩納村のごみ処理経費・ごみ搬入量・資源化量等について
　中部北環境施設組合に搬入された令和元年度のごみ量は、前年度と比較して増加しています。こ

こ数年概ね横ばいの状況にありますが、村民一人当たりのごみ処理に係る経費が多額であります。

より一層恩納村が推進するごみ分別、リサイクルの取り組みを徹底し、ごみの減量化を図る必要が

あります。

ごみを減らす
4R 運動を
実践しよう。

　ごみを減らすためには、一人ひとりがごみを減らす意識を持つことが大切

です。そこでごみを減らす 4 つの R を心がけて、環境にやさしく、大切な資

源として活かす取り組みを始め、ごみ減量へのご協力お願いします。

リフューズの R → ごみを持ち込まない。
〇不用な物は買わない、貰わない。

〇ごみになる物は断る。

〇マイバックを持参しよう。

リサイクルの R → 再利用する。
〇資源を正しく分別する。

〇買ったお店で回収ボックスを利用する。

〇生ごみを堆肥にする。

リユースの R → 再使用する。
〇使えるよう修理してみる。

〇別の使い方を考える。

〇欲しい人にゆずる。

リデュースの R → ごみを減らす。
〇必要なものを必要な量だけ購入する。

〇食品を買いすぎない、作りすぎない、食べ残さない。

〇生ごみは十分な水切りをする。(生ごみの約 8 割は水分 )

お問い合わせ：中部北環境施設組合　☎972-6619お問い合わせ：中部北環境施設組合　☎972-6619

＊令和 2 年 3 月末の人口 11,066 人、世帯数

5,438 世 帯、平 成 31 年 3 月 末 の 人 口

11,005 人、世帯数 5,295 世帯です。

＊端数処理をしている為、数値が一致しない

場合があります。

＊資源化量の金属類は、不燃ごみ・粗大ごみ

から破砕・分別して出てきたものです。

＊資源ごみ搬入量と、資源化量の数値の違い

は、手選別作業による異物除去のためです。

＊負担金とは、ごみ処理事業を行う為に必要

な経費を恩納村から中部北環境施設組合に

あてる、ごみ処理経費です。

１．令和元年度ごみ処理経費　

２．ごみ搬入量

３．資源化量

４．最終処分量

＊(　)内の数値は平成30年度実績です。

経費区分 金　額
村民 1人当たり
年間負担金額

1世帯当たり
年間負担金額

ごみ収集運搬等諸経費 2,198 万円　 1,986 円　　 4,042 円　　

負担金
ごみ処理経費 1億 6,115 万円　 14,563 円　　 29,634 円　　

最終処分費 445 万円　 402 円　　 818 円　　

ごみ処理総事業費
1億 8,758 万円　
(1 億 6,591 万円 ) 

16,951 円　　
(15,076 円 )　 

34,494 円　　
(31,333 円 )

種　類 平成 30 年度 令和元年度 前年度比較

缶　類 65 ㌧ 68 ㌧ 3 ㌧
金属類 71 ㌧ 65 ㌧ -6 ㌧
びん類 251 ㌧ 277 ㌧ 26 ㌧

ペットボトル 64 ㌧ 74 ㌧ 10 ㌧
蛍光管 3 ㌧ 3 ㌧ 0 ㌧
乾電池 5 ㌧ 5 ㌧ 0 ㌧
スラグ 367 ㌧ 390 ㌧ 23 ㌧
メタル 4 ㌧ 4 ㌧ 0 ㌧
合　計 830 ㌧ 886 ㌧ 46 ㌧

種　類 平成 30 年度 令和元年度 前年度比較

飛　灰 188 ㌧ 178 ㌧ -10 ㌧

ごみの種類 平成 30 年度 令和元年度 前年度比較
村民 1人当たり
1日の排出量

1世帯当たり
1日の排出量

可燃ごみ 5,578 ㌧ 5,547 ㌧ -31 ㌧ 1,373.3 ㌘ 2,794.7 ㌘
不燃ごみ 121 ㌧ 141 ㌧ 20 ㌧ 34.9 ㌘ 71.0 ㌘
粗大ごみ 109 ㌧ 93 ㌧ -16 ㌧ 23.0 ㌘ 46.9 ㌘

資源ごみ

缶　類 77 ㌧ 83 ㌧ 6 ㌧ 20.6 ㌘ 41.8 ㌘
びん類 264 ㌧ 291 ㌧ 27 ㌧ 72.1 ㌘ 146.6 ㌘

ペットボトル 71 ㌧ 82 ㌧ 11 ㌧ 20.3 ㌘ 41.3 ㌘
古紙類 1 ㌧ 0 ㌧ -1 ㌧ 0.0 ㌘ 0.0 ㌘

合　計 6,221 ㌧ 6,237 ㌧ 16 ㌧ 1,544.2 ㌘ 3,142.3 ㌘

リサイクリンちゃん

1 2

3 4

環境にやさしい下水道につなごう
●下水道接続可能地域
　喜瀬武原地区、恩納地区（恩納区の一部、南恩納区、谷茶区の一部）、山田地区

●下水道に接続するには宅内配管工事が必要となります。
　各家庭や事業所等が宅内から下水管に生活排水を流すために、村が管理する公共マスまでの間の排

水設備工事が必要となります。

●工事にかかる費用は村からの補助金（上限 30万円）が活用できます。
　・既設の浄化槽の汚泥の汲み取りや撤去及び処分等については、個人負担となります。
　・喜瀬武原地区、山田地区（山田、真栄田、塩屋、宇加地地区）は接続推進期限切れのため 15 万
　　円の補助となります。

◆まずは、下記の排水設備指定業者に連絡！
　工事の見積もり、役場への補助金の申請等も業者が代行します。

事 業 所 名 住所・電話番号

瀬良垣２５０５－２
㈲原電設工業

☎９６６－８１９１

瀬良垣８２４－２
當亜電設 (同)

☎９６６－２８９７

喜瀬武原３１４－１
㈱真栄田造園

☎９６７－８３３２

山田１３０５
㈲又吉重機建設

☎９６４－３２４７

安富祖１８４８

☎９６７－８２７７

仲泊８８０

☎９６５－２７６２

山田２３８４

☎９６４－３２２２

瀬良垣９３３

☎９６６－２８３２

恩納２５３１－１
㈲新里建設

㈲向設備

㈲丸政設備

㈲名城組

㈲當松組

☎９６６－８３１３

事 業 所 名 住所・電話番号

お問い合わせ：上下水道課　下水道係

　　　　　　　☎９６６－１１９０

台風シーズン到来 ～風水被害に備えましょう～

●家の外の備え
・窓や雨戸はしっかりとカギをかけ、必要に応じて補
強しましょう。
・側溝や排水溝は掃除して水はけをよくしておきましょ
う。
・風で飛ばされそうなものは飛ばないよう固定し、家
の中へ格納しましょう。

●家の中の備え
・懐中電灯、携帯用ラジオ、救急薬品、衣類、非常用食
品、携帯ボンベ式コンロ、貴重品などの非常用品の
確認をしましょう。
・飛散防止フィルムなどを貼ったり、万が一の飛来物
の飛び込みに備えてカーテンやブラインドをおろし
ておきましょう。
・断水に備えて飲料水を確保するほか、浴槽に水を張
るなどして生活用水を確保しましょう。

①停電情報配信サービス（メール配信）
　携帯電話やパソコンなどから登録いただいた
ｅメールアドレスに、台風時の停電情報をお知ら
せするサービスです。

②地図表示サービス
　パソコン・スマートフォン等で、停電地域を市
町村ごとに地図にて確認できるサービスです。

③停電問い合わせサービス
　スマートフォン等などで、「ご自宅の停電状況
のご確認」及び「電線切断、電柱倒壊等の情報
提供受付」が行えるサービスです。（停電状況を
確認する場合は電気番号が必要になります）

お問い合わせ：総務課　管財係　☎９６６－１２００

台風などに伴う停電情報について
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